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【目的】手指局所寒冷暴露に対する生体防衛反応について、著者らは冷風負荷皮膚温テス

トを用い、研究してきた。その結果、皮膚温変動は冷風負荷直後の変化といったん低下後

の上昇の程度から４つのタイプに分けられることを報告したＯ｡寒冷時の被服による手部の

防衛手段としては日常的に手袋を用いている。そこで、本報では手袋を用いた時の皮膚温

の変動を明らかにすることを目的とした。

【方法】被験者は健康な女子学生(2〔ト23 才〕20名とした。環境は室温23℃、湿度55%RH

( 恒温恒湿室) とした。実験は食後２時間経過以降の午前中とし、実験中の姿勢は椅座位

とした。冷風負荷皮膚温テスト条件は、室温6分間、冷風負荷(5 °C)20分間、室温８分間

とした。測定項目は、皮膚温( 指尖皮膚温および身体各部) 、心拍数、血圧とした。手袋

は綿1〔X〕％で作成した。１被験者につき、素手時と手袋着用時を測定した。
【結果】素手時の指尖皮膚温変動は、４タイプ1)のうち３タイプが出現した。手袋着用時

は、素手時の皮膚温変動と比較したところ、素手時の皮膚温変動を追随する追随型、素手

時に比べ指尖皮膚温の低下がみられない抵抗型、追随型と抵抗型との中間的変動をする境

界型の３つに分類された。手袋着用時の皮膚温変動は､局所寒冷暴露に対する防衛反応と、

生体の布に対する反応とが相互作用しているものと推察された。素手時と手袋着用時にお

いて、RR間隔、血圧の変化は皮膚温の変動ほど顕著ではなかった。
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I Ha- 1 羊毛繊維およびケラチン誘導体のサ クシニル化
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目的　 羊毛繊維を用いて機能性高分子材料を得るための試みの一つとして、羊毛繊維お

よびこれを化学処理して得た各種羊毛ケラチン誘導体を無水コハク酸でサクシニル化し、

同処理の吸水性お よび吸湿性への影響を検討した。

方法　試料：羊毛繊維、羊毛粉末( メリーパウダー30、共栄社化学㈱製) 、lNHCl で部

分加水分解した羊毛粉末､過ギ酸酸化羊毛ケラチン(羊毛繊維の過ギ酸処理によって得られ

た不溶性画分g＊,)。サクシニル化：水系；豊田らの方法＊2を参考に、pH8 のリン酸緩衝溶

液中で、lONNaOH を加え溶液のPH を維持しながら、無水コハク酸を加え室温で24 時間反

応させた。DMF 系＊3   .無水コハク酸を加えた乾燥DMF 中でno ℃で45 分間処理した。

結果　 羊毛繊維の吸湿性は､ サクシニル化( 水系) によって高くなり、64.9および85.  0%

RH での水分率はそれぞれ16.8%   (未処理: 12. 9%) および24.1%   (未処理:17.  7%) であ

った。 純水中における試料め膨潤性を測定したところ、水系でサクシニル化した過ギ酸酸

化羊毛ケラチンは乾燥自重の35 倍の吸水量を示した他、いずれのサクシニル化試料も未処

理に比べ著しく高くなっていた。
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